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課題検討において重要な視点

• 将来社会のありたい姿を、より具体的な「コト」として明記する必要がある。
• これに基づき、実証研究をその写像としてデザインし、基盤技術(ツール)としてのICTの
研究開発とともに、施策を展開していくことが社会実装にとって重要であると考える。 2
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• ICTは分野横断的な基盤技術であり、あらゆる社会的な課題の解決のため
のインフラとして、あらためて重要な研究開発領域として次期総合戦略の中
で位置づけ直すことが必要である。

• その際、ありたい姿にどのような貢献を果たすかを明確にすることにより、技術
進歩の方向性から行われる技術開発(e.g.大容量ネットワークの開発)だけで
なく、ありたい姿の実現に必要となる新たな技術開発(e.g.知識処理技術)に
ついても積極的に施策立案を行い、研究開発の加速化を図るべきと考える。

• ICTは一つの要素技術だけではなく、技術を組み合わせてシステム全体として
利活用することによって将来社会のありたい姿(社会的な課題の解決)の
実現を図るものである。

• したがって、具体的に実現したい「コト」を明確にしながら、個々の要素技術間
での連携を図り、研究開発の早い段階から実フィールドにおいて適用検証
サイクルを回していくことが社会実装への近道である。

 実証研究の推進

 基盤技術(ツール)としてのICTの研究開発の加速・強化
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課題検討において重要な視点(補足)



セキュリティ

ICTの技術/構造整理 ≪データ/情報のフロー(機能)で捉えた場合≫

収集･取得 提示

ネットワーク

分析／蓄積／制御

センサ タブレット/スマホ

フォトニック ワイヤレス 有線･無線融合 SDN

知識処理
(推論、機械学習、意味理解等)

ビッグデータ解析
(大規模データ処理、リアルタイム処理等)

暗号化 秘匿化

ウェアラブル
拡張現実

(AR)

シミュレーション 自律型
ロボット

ICタグ 制御型
ロボット

データベース

農業医療･健康防災安全 …
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具体的なコトの明確化と、そこから見えてくる技術

e.g.多様な国々から多くの観光客が観戦･観光に来る
自国にいる安心感･開放感
(街全体で意識させない見守り)

文化･風習に応じた
日本食の提供

入国時1回の登録だけで、滞在中の
あらゆるサービスが自分最適に

セキュリティ

収集･取得 提示

ネットワーク

分析／蓄積／制御

センサ タブレット/スマホ

フォトニック ワイヤレス 有線･無線融合 SDN

知識処理
(推論、機械学習、意味理解等)

ビッグデータ解析
(大規模データ処理、リアルタイム処理等)

暗号化 秘匿化

ウェアラブル
拡張現実
(AR)

シミュレーション 自律型
ロボット

ICタグ 制御型
ロボット

データベース

…農業医療･健康防災安全

大都市東京で混雑に遭わず
快適に移動

要求スペック
時間軸(マイルストーン)
組み合わせ(システム)

国際標準

コ
ト

急な体調不良時に
的確な診療･投薬

技術がない??

チケットレスかつ
スムーズな入場



フィールドで
出会う
↓

実証

コトと基盤技術(ツール)の関係 ご参考

収量を増やす/人
楽になる

量

効率

質

付加価値

常に新鮮なレタス

未経験でも就農
(ベテランの経験と勘活用)市場･販路の拡大

コ
ト

ツ

ル

経営(大規模営農等)

ICTの進歩

＋

農業会計 生産管理

SCM

ネット販売

圃場センシング
植物工場

など…

見えている
技術

(進化･深堀)

見えていない
技術

(気づき･発掘)
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牛歩


